
◆◇　三島町赤十字奉仕団活動日記　◇◆

４月/赤十字奉仕団総会
  　　　～新役員決定～

　去る４月２１日に平成２８年度三島町赤十字奉仕団総会
が行われました。今年度は役員の改選により、青木信子さ
ん（西方）が委員長に再任されました。
　又、４名の方が新しく団員に加わり総勢４５名となりま
した。総会の中では、今後の奉仕団活動の活性化と赤十字
活動の担い手としてより一層地域のニーズにこたえた奉仕
活動を展開していけるような事業計画の話し合いがもたれ
ました。
 総会終了後には、日本赤十字社赤十字救急法認定指導員の
後藤守江氏を講師にお招きし、ボランティア活動について
の講演会を開催しました。
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７月/視察研修

新潟県小千谷市「おぢや震災ミュージアムそなえ館」
　　　防災学習体験「地元語り部講話コース」

　平成１６年１０月２３日に発生した新潟県中越大震災。最大震度７の激震に襲われた被災地、
多くの苦難の中から被災者の学び得たものは「人と人とのつながり」や「地域コミュニティ」
のありがたさ、そして「普段からのそなえ」の大切さでした。

宮下・荒屋敷・桑原・中平地区
「ひまわりサロン」始動

◆◇ 地域ふれあいサロン事業 ◇◆
　町からの委託を受けて社会福祉協議会が実施している「地域ふれあいサロン事業」が
今年度も始まりました。平成２８年度は新たに宮下地区（荒屋敷・桑原・中平地区も含む）
でスタートしました。

　去る６月１６日、第１回目の宮下・荒屋敷・桑原・
中平地区のサロンが２６名の参加者のもと開催され
ました。いくつかの候補の中から参加者皆さんの案
で「ひまわりサロン」に愛称が決まりました。
　「ふれあい・いきいきサロン」は、地域の仲間づ
くりの場です。地域の中で一人暮らしの方や閉じこ
もりがちな方などが孤立しないように、近所の方が
集まり、楽しいひとときを過ごせるような場を地域
の中でつくるものです。
　サロン活動の特徴でもある「住民が主役」、みん
なが参加者という考えのもと、地域で求められてい
ることをみんなで話し合い、アイディアを出し、無
理なく自然な活動ができるように参加者全員の意見
を取り入れた年間計画が決まりました。

登録会員数は、総勢32名です。
代表は、栗城俊一さん。
途中からの参加でも大丈夫ですよ。

三島町のサロンの開設状況 三島町でのサロン活動は、平成１５年度に始まり、年々増加し、
現在では以下の１１地区で１２のサロンが活動されています。

①大登地区「あすなろサロン」
②川井地区「友愛サロン」
③桧原地区「はつらつクラブ」
④滝谷地区「和楽塾」
⑤大谷地区「お達者塾」
⑥浅岐地区「あったかサロン」
⑦間方地区「いきいきクラブ」

集まった一人一人が主役となってサロンを作っていきます

三島町赤十字奉仕団

　随時団員募集！！
あなたの力を誰かのために
役立ててみませんか？

～一緒に活動しましょう～

楽しいサロンのための約束ごと
◎参加者や家族の悪口や非難はしない。
◎「なんであの人が来たの」といった態度をとらない。
◎都合で参加できない人があっても、参加していない人の噂話はしない。
◎みんなで決めたことは、皆で守る。
～約束ごとを皆で守って、楽しく明るいサロンにしましょう～

⑧西方(上）地区「ほがらかサロン」
⑨西方(下）地区「サロンなごみ」
⑩大石田地区「友遊サロン」
⑪高清水・小山地区「いきいきサロン」
⑫名入地区「サロンないり」※町委託で3年目

滝原・早戸地区には自主的な集まりがあります。

ゆい・はーと　④ゆい・はーと　⑤

　三島町赤十字奉仕団は去る７月４日、新潟県小千谷市
方面への視察研修を実施しました。
　先ず初めに、平成２３年１０月に震災メモリアル拠点
として震災の経験と教訓を後世に伝えていくことや、防
災の研究や学習の場となることを目指して設置された
「おぢや震災ミュージアムそなえ館」を訪れました。
館内解説付きの見学と地元語り部さんによる講話に耳を
傾けました。語り部の桑原昭さんは、震災当時、最大震
度７を記録した震源地旧川口町の川口小学校の校長先生
で、現在は、学校防災アドバイザー、日本赤十字奉仕団
指導員を務める方です。

　参加された団員のみなさんからは、ひとりひとりが
防災に意識を持てるようにまず自分自身から考えてい
くようにしたい、などの感想がよせられました。

↑地震動シミュレータで地震類似体験

↑右と左の絵を見比べて20か所の間違いを
探します。「あと一つが見つからな～い」
と声が聞こえてきます。「あっ、あった～」
その瞬間が脳を活性化させるそうですよ。

◆小千谷の語り部講話から

「災害時の行政の対応には限界がある。一人一人が
防災意識を高め共用する構えが犠牲者を最小限に食
い止める最大の手段。人間は災害によて家が壊れる
だけでなく心も壊れる」


